
個別性のある排泄ケア

～自分らしく生活していただくために～

松山エデンの園 ケアサービス課

○中尾 舞 木村 一菜



【はじめに】

排泄は、

人が生きていくには欠かせない行為である。

排泄⇒だれの目も気にせず人の世話にならず、自ら全うしたい行為。

排泄障害⇒「一度獲得した排泄の自立性を喪失する経験」である。



【目的】

基本知識 グッズの選定 着用方法

その人らしさに近づける



【方法】

【対象】介護居室ご入居者様
【期間】2022.6月～現在
【倫理的配慮】

※今回個人を特定できる情報は使用していない。
使用した情報は適正な管理を行っている。



【取り組み①】

アテントマイスター・プロ

大王製紙株式会社の認定資格「アテントマイスター・プロ」を

排泄グループ職員で受講・取得

排泄ケアの基本知識や、排泄グッズの選定・着用方法

他の職員へフィードバック



【取り組み①】

アテントマイスター・プロ
アウター（紙パンツや紙オムツ）の選び方

テープタイプの選択についてパンツタイプの選択について



【取り組み①】

アテントマイスター・プロ

パンツタイプの場合 テープ止めタイプの場合

時間帯別でのパッドの選び方



【取り組み①】

アテントマイスター・プロ

着用方法について



【取り組み②】

排尿量の測定やグッズの選定、
排泄のタイミングを検討



【取り組み②】
排尿量の測定やグッズの選定、排泄のタイミングを検討

個別対応事例①

課題：腹圧性尿失禁・便汚染・夜間中途覚醒多い

日中 夜間

排泄ケア 定時トイレ誘導 定時トイレ誘導 or パッド交換

アウター 紙パンツL 紙パンツL

インナー（吸収量） Sケア昼長時間安心パッド (300ｃｃ) Sケア長時間安心パッド （580ｃｃ）

名前 A様 年齢 90代 性別 女性 要介護度 5

日中 夜間

排泄ケア 定時トイレ誘導 定時トイレ誘導 or パッド交換

アウター 紙パンツL 紙パンツL

インナー（吸収量） 紙パンツ用パッド (300ｃｃ)
Sケア長時間安心パッド （580ｃｃ）

Sケア夜1枚安心パッド （900ｃｃ）



【取り組み②】
排尿量の測定やグッズの選定、排泄のタイミングを検討

個別対応事例②

課題：衣類までの汚染が頻回

名前 B様 年齢 80代 性別 男性 要介護度 5

日中 夜間

排泄ケア 定時トイレ誘導 定時パッド交換

アウター 紙パンツM 紙オムツM

インナー（吸収量） Sケア長時間安心パッド （580ｃｃ）
Sケア長時間安心パッド

（580ｃｃ）
陰茎巻き ＋1枚使用

日中 夜間

排泄ケア 定時トイレ誘導 定時パッド交換

アウター 紙パンツM 紙オムツM

インナー（吸収量） Sケア長時間安心パッド （580ｃｃ）
Sケア長時間安心パッド

（580ｃｃ）
蛇腹当て ＋1枚使用



【取り組み②】
排尿量の測定やグッズの選定、排泄のタイミングを検討

個別対応事例③

課題：夜間排尿量、排泄交換回数が多い・体形、骨格の変形・漏れが多い

名前 C様 年齢 90代 性別 女性 要介護度 4
日中 夜間

排泄ケア 定時 or 希望時トイレ誘導 定時パッド交換
アウター 紙パンツL 紙オムツM

インナー（吸収量） Sケア長時間安心パッド （580ｃｃ）
Sケア夜1枚安心パッド （900ｃｃ）

18・22・2・5時 パッド交換

日中 夜間

排泄ケア 定時 or 希望時トイレ誘導 定時パッド交換

アウター 紙パンツL 紙オムツL

インナー（吸収量） Sケア長時間安心パッド （580ｃｃ）
Sケア夜1枚安心パッド （900ｃｃ）

夜１枚安心パッド特に多い方でも
朝までぐっすり （1500ｃｃ）

18～22時 22～2時 2～5時

尿量 200～400ｃｃ 400～600ｃｃ 600～800ｃｃ



【取り組み③】

ライフリズムナビの活用
（専門医が考えた、クラウド型高齢者見守りシステム）

ライフリズムナビを活用し、夜間の排泄ケアについて検討。

出展：エコナビスタ株式会社「ライフリズムナビ＋Dr.」
※画面の氏名は仮名です



【取り組み③】

ライフリズムナビの活用

覚醒したタイミングでトイレ誘導やオムツ交換などの排泄ケアを行い、

排泄だけでなく睡眠の質の向上についても検討する。

出展：エコナビスタ株式会社「ライフリズムナビ＋Dr.」
※画面の氏名は仮名です



【取り組み③】ライフリズムナビの活用

個別対応事例④

課題：臀部に皮膚トラブル発生

睡眠中など、ご本人様のタイミング以外での介入は拒否

生活パターンの把握
・離床アラートを設定、ご本人の行動を把握。

ライフリズムナビ・離床アラート → 22時～3時の間に設定。

その間に覚醒（離床）あればトイレ等にてパッド交換等実施。

・睡眠ログ・排泄表(時間・排泄回数)・ケア記録・ルーチン業務と照合。
覚醒なければ3時に訪問してパッド交換対応。

名前 D様 年齢 90代 性別 男性 要介護度 2

終日

排泄ケア 定時トイレ誘導 or パッド交換

アウター 紙パンツM

インナー（吸収量） 紙パンツ用パッド (300ｃｃ)



【結果】

①職員の知識・技術の向上により、より良好な排泄ケアを

行えるようになった。

②適切な排泄グッズを選ぶ事ができるよう、職員一人一人から

提案の声があがるようになった。

③ライフリズムナビを活かし、排泄と睡眠の質の向上について

検討を続けている。



【課題】

①異動した職員や新人職員へのフィードバック

②アテントマイスター・プロで得た知識等を

今後も継続して行える

③グッズの選定やライフリズムナビを活かした

個別性のある排泄ケアの継続



【まとめ】

その人らしい排泄ケアを行うためには、

①ADL・体型・排泄状況に応じたグッズの選定

②グッズの機能を活かした使用方法

③ご入居者様のQOL向上を常に意識

④全職員で共有・実施



ご清聴ありがとうございました
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